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法学研究64巻9号（’91＝9）

特
別
記
事

李
正
龍
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
李
正
龍
君
提
出
の
学
位
請
求
論
文
『
近
代
日
本
に
お
け
る
政
軍
関
係

i
軍
人
政
治
家
　
宇
垣
輔
成
研
究
』
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
ま
え
が
き

　
　
第
一
章
大
正
政
変
期
に
お
け
る
宇
垣
一
成

　
　
　
一
　
序

　
　
　
二
　
宇
垣
と
長
州
閥
と
の
関
係

　
　
　
三
　
二
個
師
団
増
設
問
題
と
宇
垣

　
　
　
四
　
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
改
正
問
題
と
宇
垣

　
　
　
五
　
結
語

　
　
第
二
章
　
宇
垣
内
閣
擁
立
運
動
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
ー
斉
藤
内
閣
総
辞
職
の
前
後
期
を
中
心
に
ー

　
　
　
一
　
序

　
　
　
二
　
宇
垣
に
対
す
る
言
論
界
の
評
価

　
　
　
三
　
宇
垣
お
よ
び
側
近
者
の
動
き

　
　
　
四
　
軍
部
の
動
向

　
五

　
六

第
三
章

　
一

　
二

　
三

　
四

　
五

　
六

　
七

第
四
章

　
一

　　第
二一五六五四三二
　　章

政
党
の
動
向

結
語

　
宇
垣
内
閣
流
産
に
関
す
る
一
考
察

序宇
垣
お
よ
び
側
近
者
の
動
向

　
－
大
命
降
下
前
に
お
け
る
1

宇
垣
お
よ
び
側
近
者
の
動
向

　
ー
大
命
降
下
後
に
お
け
る
1

軍
部
の
動
向

元
老
お
よ
び
宮
中
勢
力
の
動
向

政
党
お
よ
び
世
論
の
動
向

結
語

　
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
宇
垣
稲
成

　
　
－
小
磯
内
閣
期
を
中
心
に
i

序小
磯
内
閣
成
立
前
後
の
宇
垣
と
側
近
者

宇
垣
の
和
平
活
動
と
駐
中
大
使
起
用
問
題

大
日
本
政
治
会
総
裁
間
題
と
宇
垣

小
磯
内
閣
期
に
お
け
る
宇
垣
内
閣
擁
立
構
想

結
語

　
戦
後
に
お
け
る
宇
垣
一
成

序終
戦
と
政
党
結
成
の
動
き
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三
　
大
蔵
の
宇
垣
擁
立
資
金
工
作

　
四
　
日
本
進
歩
党
の
結
成
と
総
裁
選
定
問
題

　
五
　
結
語

第
六
章
　
原
内
閣
期
に
お
け
る
植
民
地
官
制
改
正
問
題

　
　
　
　
　
－
朝
鮮
総
督
府
を
中
心
に
i

　
一
　
序

　
二
　
原
内
閣
の
成
立
と
官
制
改
正
の
動
き

　
三
　
三
・
一
運
動
と
朝
鮮
統
治
論

　
四
　
官
制
改
正
の
実
現
過
程

　
五
　
結
語

　
近
代
日
本
政
治
史
上
、
軍
部
と
り
わ
け
陸
軍
の
国
内
政
治
及
び
対
外
政

策
に
対
す
る
影
響
力
は
、
時
代
に
相
違
が
あ
る
に
せ
よ
多
大
な
る
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
山
県
有
朋
、
桂
太
郎
、
寺
内
正
毅
、
田
中
義
一
、

東
条
英
機
、
小
磯
国
昭
等
、
陸
軍
出
身
の
有
力
な
軍
人
政
治
家
が
多
数
現

わ
れ
た
こ
と
の
中
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。
本
論
文
が
考
察
の
対
象
と
す
る

宇
垣
一
成
も
ま
た
有
力
な
軍
人
政
治
家
の
一
人
で
あ
り
、
彼
が
大
正
・
昭

和
戦
前
期
の
政
治
・
外
交
に
あ
た
え
た
影
響
は
無
視
で
き
な
い
。

　
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、
岡
山
県
に
生
れ
た
宇
垣
は
．
同
二
三
（
一
八

九
〇
）
年
に
陸
軍
士
官
学
校
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
、
大
正
末
か
ら
昭
和

初
頭
に
か
け
陸
軍
大
臣
を
通
算
五
年
余
に
亘
り
歴
任
し
た
。
そ
の
後
、
彼

は
有
力
な
総
理
大
臣
候
補
と
し
て
政
局
転
換
の
節
節
に
お
い
て
注
目
さ
れ

た
。
李
君
は
、
か
か
る
経
歴
を
有
す
る
宇
垣
の
足
跡
を
考
察
す
る
こ
と
に

いよ
るり
o　 、

近
代
日
本
に
お
け
る
政
軍
関
係
の
一
断
面
を
解
明
し
よ
う
と
し
て

以
下
、
各
章
ご
と
の
内
容
を
概
観
し
つ
つ
論
評
す
る
。

　
第
一
章
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
頭
に
か
け
政
府
と
陸
軍
の
対
立
と
し

て
政
治
問
題
化
し
た
陸
軍
二
個
師
団
増
設
問
題
と
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制

改
正
問
題
を
取
り
挙
げ
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
め
ぐ
る
宇
垣
の
動
向
を
考
察

し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
陸
軍
軍
務

局
軍
事
課
長
の
地
位
に
あ
っ
た
宇
垣
が
、
師
団
増
設
実
現
の
た
め
奔
走
し

て
い
た
軍
務
局
長
田
中
義
一
を
補
佐
し
、
陸
軍
の
主
張
を
積
極
的
に
代
弁

す
る
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
宇
垣
は
、
上
原
勇
作
陸
相
が
西
園
寺
公
望
首
相
に
提
出
し
た
増
師
趣
意

書
を
起
草
し
た
り
、
増
師
の
必
要
を
説
い
た
「
二
個
師
団
増
設
主
張
ノ
意

見
書
」
を
自
ら
執
筆
し
て
い
た
。
こ
の
意
見
書
の
存
在
と
内
容
に
つ
い
て

は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
李
君
は
、
そ
こ
に
展
開
さ

れ
て
い
る
宇
垣
の
対
露
警
戒
観
や
辛
亥
革
命
後
の
中
国
に
対
す
る
積
極
進

出
論
が
陸
軍
の
意
向
と
合
致
す
る
こ
と
を
種
種
の
資
料
に
よ
り
裏
づ
け
、

同
文
書
が
当
時
の
陸
軍
の
方
針
を
代
弁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
よ
り

鮮
明
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
か
る
意
見
書
が
宇
垣
の
従
来
の
大
陸
政
策

論
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宇
垣
は

日
露
戦
争
後
、
東
亜
へ
の
進
出
を
目
本
の
大
陸
政
策
の
目
標
に
定
め
、
朝

鮮
を
そ
の
た
め
の
「
軍
事
上
の
橋
頭
墾
」
と
捉
え
、
こ
の
地
に
お
け
る
軍

事
的
経
営
は
不
可
欠
と
説
い
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
朝
鮮
統
治
の

た
め
の
二
個
師
団
増
設
に
賛
成
す
る
意
見
書
を
執
筆
し
た
の
も
、
か
か
る
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大
陸
政
策
論
か
ら
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
分
析
す
る
。
な
お
、

こ
の
文
書
が
い
か
な
る
方
面
に
配
布
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
，
李
君

は
当
時
、
雑
誌
『
太
陽
』
に
掲
載
さ
れ
た
陸
軍
消
息
通
が
執
筆
し
た
評
論

の
内
容
が
こ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
．
こ
の
こ
と
を

も
っ
て
、
こ
の
陸
軍
消
息
通
が
宇
垣
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
少

な
く
と
も
陸
軍
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
べ
く
言
論
界
に
発
表
さ
れ
た
か
か

る
評
論
が
、
宇
垣
の
執
筆
し
た
意
見
書
に
基
づ
き
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と

は
で
ぎ
る
、
と
す
る
。
李
君
の
か
か
る
指
摘
は
、
当
時
の
陸
軍
の
民
間
向

け
宣
伝
工
作
の
一
端
を
探
る
上
で
、
貴
重
な
糸
口
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
意
見
書
と
『
太
陽
』
評
論
と
の
関
連
を
指
摘
し
え

た
の
は
、
論
者
の
真
摯
な
研
鍛
、
精
力
的
資
料
収
集
、
深
い
読
解
力
等
か

ら
な
る
総
合
的
所
産
の
一
例
で
あ
る
。

　
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
改
正
問
題
は
、
第
一
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
下
に

お
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
来
、
現
役
武
官
に
限
ら
れ
て
い
た

軍
部
大
臣
を
予
後
備
役
に
ま
で
広
げ
る
内
容
で
あ
っ
た
．
こ
の
改
正
は
軍

部
側
の
政
府
に
対
す
る
影
響
を
抑
制
す
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
、
主
と
し
て

軍
部
側
か
ら
異
論
が
表
出
し
た
が
、
宇
垣
は
こ
れ
に
対
し
て
も
反
対
論
を

掲
げ
る
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。
李
君
は
こ
の
こ
と
を
「
陸
軍
省
官
制
中
改
正

ノ
件
」
と
題
す
る
陸
軍
省
起
案
文
書
に
同
間
題
の
主
務
課
長
で
あ
る
宇
垣

の
捺
印
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
彼
が
自
ら
反
対
論
の
論
文
を
執
筆
し
こ
れ

を
無
署
名
に
て
公
刊
し
て
い
た
事
実
等
を
挙
げ
て
裏
づ
け
る
。
因
に
、
こ

の
論
文
は
関
係
各
方
面
に
配
布
さ
れ
、
当
時
、
怪
文
書
と
い
わ
れ
た
が
、

そ
こ
に
は
か
か
る
改
正
が
軍
の
政
党
化
を
招
く
と
い
う
宇
垣
の
危
機
感
が

現
わ
れ
て
い
た
。
李
君
は
、
こ
う
し
た
危
機
感
が
宇
垣
に
限
ら
ず
陸
軍
上

層
部
に
共
通
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
長
谷
川
好
道
参
謀
総
長
や
大

島
健
一
参
謀
次
長
の
言
動
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も

李
君
は
陸
軍
二
個
師
団
増
設
問
題
と
同
様
、
宇
垣
の
主
張
の
内
容
を
紹
介

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
を
陸
軍
全
般
の
意
向
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
彼
の
言
動
が
陸
軍
の
方
針
を
代
弁
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。

そ
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。

　
第
二
章
は
、
斉
藤
実
内
閣
総
辞
職
前
後
に
み
ら
れ
た
宇
垣
内
閣
擁
立
運

動
を
考
察
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
は
、
次
章
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
る

広
田
弘
毅
内
閣
総
辞
職
に
伴
い
展
開
さ
れ
た
宇
垣
擁
立
運
動
に
関
心
が
集

中
し
、
そ
れ
以
前
の
擁
立
運
動
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
論
及
を
除
き
本
格

的
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
宇
垣
研
究

の
脆
弱
な
部
分
を
補
強
す
べ
く
如
上
の
期
間
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
李
君
は
、
五
・
一
五
事
件
以
後
、
軍
部
の
拾
頭
と
政
党
政
治
の

崩
壊
が
進
行
し
て
い
た
当
該
期
、
宇
垣
が
何
故
首
相
候
補
と
し
て
注
目
さ

れ
た
の
か
と
い
う
理
由
を
当
時
の
言
論
界
の
宇
垣
評
を
分
析
し
な
が
ら
、

次
の
四
点
に
ま
と
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
宇
垣
が
軍
部
出
身

で
あ
り
な
が
ら
陸
相
在
任
中
に
陸
軍
の
軍
縮
を
実
行
し
、
ロ
ン
ド
ン
海
軍

軍
縮
条
約
の
批
准
に
も
尽
力
し
た
こ
と
か
ら
超
軍
部
的
政
治
家
と
見
倣
さ

れ
た
こ
と
、
第
二
に
．
彼
の
陸
相
在
任
中
、
軍
内
部
の
革
新
勢
力
に
よ
る

実
力
行
動
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
た
め
宇
垣
な
ら
ぽ
軍
の
統
制
が
可
能
と

考
え
ら
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
彼
が
元
老
西
園
寺
公
望
ら
政
界
上
層
部
よ

り
好
感
を
抱
か
れ
て
い
た
こ
と
、
第
四
に
、
政
党
、
貴
族
院
、
財
界
と
各
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方
面
に
彼
の
支
持
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
．
そ
の
理
由
と
し
て
挙

げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
．
し
か
も
、
こ
う
し
た
理
由
か
ら
首
相
候
補
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た
宇
垣
自
身
、
当
時
朝
鮮
総
督
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
も

国
内
政
治
の
動
向
に
絶
え
ず
関
心
を
示
し
、
政
権
獲
得
の
布
石
と
し
て
立

憲
民
政
党
（
以
下
、
民
政
党
と
略
）
に
入
党
し
総
裁
の
座
に
就
く
こ
と
を
期

待
す
る
等
、
政
権
担
当
の
意
欲
も
抱
い
て
い
た
。

　
斉
藤
内
閣
末
期
よ
り
宇
垣
側
近
者
を
中
心
に
宇
垣
内
閣
擁
立
運
動
が
展

開
さ
れ
た
の
は
、
如
上
の
如
き
状
況
下
に
お
い
て
で
あ
っ
た
．
李
君
は
、

か
か
る
擁
立
運
動
の
例
証
と
し
て
、
大
正
、
昭
和
期
の
政
界
の
裏
面
に
お

い
て
活
躍
し
た
政
客
で
宇
垣
へ
の
政
界
情
報
伝
達
者
で
も
あ
っ
た
西
原
亀

三
の
政
党
工
作
．
さ
ら
に
宇
垣
の
朝
鮮
総
督
秘
書
官
を
務
め
た
安
井
誠
一

郎
の
軍
部
工
作
の
事
実
を
挙
げ
る
。
前
者
の
西
原
は
、
浜
口
雄
幸
遭
難
当

時
、
民
政
党
の
富
田
幸
次
郎
に
宇
垣
の
同
党
総
裁
へ
の
擁
立
話
を
持
ち
込

ん
だ
経
歴
を
有
し
、
斉
藤
内
閣
倒
壊
に
際
し
て
も
宇
垣
内
閣
実
現
の
好
機

と
見
倣
し
富
田
と
頻
繁
に
接
触
し
て
い
た
。
加
え
て
、
両
老
間
に
は
宇
垣

擁
立
資
金
の
授
受
も
行
な
わ
れ
て
い
た
．
安
井
誠
一
郎
は
、
当
時
の
陸
相

林
銑
十
郎
の
実
弟
白
上
祐
吉
を
通
じ
軍
部
の
諒
解
を
求
め
る
工
作
を
し
た

り
、
対
外
的
に
は
陸
軍
首
脳
と
宇
垣
擁
立
に
つ
い
て
妥
協
が
で
き
た
か
の

如
き
宣
伝
も
し
て
い
た
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
宇
垣
内
閣
擁
立
運
動
に
対
し
て
は
軍
部
か

ら
強
硬
な
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
軍
部
の
か
か
る
反

宇
垣
感
情
は
．
彼
が
陸
相
在
任
中
に
軍
縮
を
推
進
し
た
こ
と
に
そ
の
根
が

存
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
彼
の
陸
相
辞
任
後
、
軍
部
の
実
権
が
荒
木
貞
夫
、

真
崎
甚
三
郎
等
を
中
心
と
す
る
皇
道
派
に
移
り
宇
垣
派
が
凋
落
L
た
こ
と
、

さ
ら
に
三
月
事
件
に
際
し
て
宇
垣
の
し
め
し
た
曖
昧
な
態
度
に
よ
り
、
若

手
将
校
ら
か
ら
不
信
を
か
う
こ
と
に
な
っ
た
．
李
君
は
、
こ
う
し
た
軍
内

部
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
、
宇
垣
擁
立
運
動
に
対
す
る
陸
軍
の

反
発
の
一
端
を
真
崎
の
日
記
に
よ
り
例
証
し
て
い
る
．
た
と
え
ば
、
当
時
、

陸
軍
教
育
総
監
真
崎
甚
三
郎
は
、
加
藤
寛
治
海
軍
大
将
を
首
班
に
擁
立
す

る
工
作
を
支
持
し
て
い
た
が
、
じ
つ
は
真
崎
自
身
、
加
藤
内
閣
の
実
現
に

懐
疑
的
で
あ
っ
た
．
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
に
同
調
し
た
の
は
、
彼

が
宇
垣
内
閣
阻
止
を
こ
の
工
作
に
認
め
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
．
さ
ら
に
，

こ
う
し
た
陸
軍
内
の
反
宇
垣
運
動
が
、
上
層
部
に
限
ら
ず
青
年
将
校
の
間

に
も
画
策
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
如
上
の
目
記
に
よ
り
指
摘
す
る
．

　
ま
た
、
宇
垣
擁
立
運
動
に
対
す
る
反
発
は
、
陸
軍
だ
け
で
な
く
海
軍
内

に
も
生
じ
て
お
り
、
李
君
は
こ
れ
を
坂
野
声
明
事
件
よ
り
う
か
が
う
．
因

に
、
こ
の
事
件
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
前
述
の
宇
垣

擁
立
の
動
き
が
風
評
に
の
る
中
、
当
時
海
軍
省
軍
事
普
及
部
委
員
長
の
地

位
に
あ
り
宇
垣
支
持
派
と
目
さ
れ
て
い
た
坂
野
常
善
少
将
は
、
軍
は
政
治

不
関
与
の
立
場
か
ら
海
軍
が
宇
垣
内
閣
絶
対
阻
止
等
と
い
う
意
思
を
有
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
の
声
明
を
公
け
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
声

明
は
海
軍
内
の
反
宇
垣
派
を
刺
激
し
、
彼
は
如
上
の
地
位
か
ら
去
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
海
軍
内
の
反
宇
垣
感
情
が
内
外
に
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
斉
藤
内
閣
総
辞
職
前
後
に
展
開
さ
れ
た
宇
垣
内
閣
擁
立

工
作
は
、
陸
軍
は
も
と
よ
り
海
軍
の
反
対
に
も
直
面
し
実
を
結
ば
ず
、
大

命
は
岡
田
啓
介
に
下
る
こ
と
に
な
る
。
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第
三
章
は
、
広
田
弘
毅
内
閣
総
辞
職
後
、
宇
垣
に
大
命
が
降
下
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
陸
軍
の
反
対
に
あ
い
組
閣
が
流
産
し
た
、
い
わ
ゆ
る
宇
垣

内
閣
流
産
の
経
緯
を
考
察
し
て
い
る
。
同
内
閣
の
流
産
は
、
戦
前
期
の
昭

和
政
治
史
上
、
軍
部
の
政
治
に
対
す
る
介
入
を
象
徴
す
る
事
件
で
も
あ
っ

た
た
め
、
先
述
の
如
く
種
々
の
既
存
研
究
が
存
在
す
る
。
李
君
は
、
こ
れ

ら
先
行
研
究
を
十
分
活
用
し
な
が
ら
、
陸
軍
は
も
と
よ
り
、
宇
垣
側
近
や

政
党
の
動
向
、
加
う
る
に
言
論
界
の
反
応
を
も
追
い
多
角
的
に
か
か
る
経

緯
を
把
握
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

　
ま
ず
、
こ
こ
で
は
大
命
降
下
に
至
る
ま
で
、
側
近
者
に
よ
る
宇
垣
内
閣

擁
立
工
作
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
因
に
、
そ
の
主
流
は
、
宇

垣
が
朝
鮮
総
督
を
務
め
て
い
た
時
、
政
務
総
監
に
起
用
さ
れ
た
今
井
田
清

徳
や
宇
垣
の
政
治
参
謀
役
を
務
め
た
大
蔵
公
望
ら
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
広
田
内
閣
が
総
辞
職
す
る
二
か
月
前
の
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）

年
の
一
一
月
末
頃
よ
り
宇
垣
内
閣
成
立
の
際
の
閣
僚
の
人
選
や
掲
げ
る
べ

き
政
策
等
を
す
で
に
相
談
し
、
一
二
月
末
頃
に
は
宇
垣
も
大
蔵
に
対
し
政

権
担
当
を
前
提
に
し
た
具
体
的
な
話
を
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

う
し
た
擁
立
運
動
は
、
宇
垣
と
政
党
政
治
家
と
の
周
旋
役
を
も
務
め
た
前

出
の
西
原
や
、
政
界
上
層
部
に
通
じ
て
い
た
小
山
完
吾
に
よ
っ
て
も
行
な

わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
小
山
は
、
元
老
西
園
寺
に
対
し
軍
部
の
宇
垣

反
対
の
不
当
性
を
主
張
し
た
り
、
元
外
交
官
秋
月
左
都
夫
を
介
し
て
牧
野

伸
顕
に
宇
垣
擁
立
を
進
言
し
て
い
た
。

　
宇
垣
側
近
者
に
よ
る
如
上
の
擁
立
工
作
が
展
開
さ
れ
る
中
、
宇
垣
に
大

命
が
降
下
さ
れ
た
。
当
時
の
二
大
政
党
で
あ
る
立
憲
政
友
会
（
以
下
、
政
友

会
と
略
）
と
民
政
党
は
、
宇
垣
へ
の
大
命
降
下
に
つ
い
て
党
の
態
度
を
公

式
に
表
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
概
し
て
こ
れ
を
歓
迎
し
た
。
李
君

は
、
こ
の
こ
と
を
政
友
会
に
つ
い
て
は
、
同
党
が
字
垣
内
閣
へ
の
入
閣
を

め
ぐ
り
次
の
よ
う
な
方
針
を
定
め
て
い
た
こ
と
よ
り
裏
づ
け
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
政
友
会
は
、
宇
垣
が
同
党
総
裁
を
経
ず
直
接
党
員
と
交
渉
し
入

閣
さ
せ
た
と
し
て
も
彼
ら
を
除
名
処
分
に
し
な
い
意
向
を
固
め
て
い
た
が
，

こ
れ
は
岡
田
内
閣
が
直
接
交
渉
に
よ
り
政
友
会
よ
り
入
閣
さ
せ
た
際
、
同

党
が
彼
ら
を
除
名
処
分
に
し
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
政
友
会
の
宇
垣
大
命
降
下
へ
の
好
意
的
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
。
一
方
、
民
政
党
は
と
い
え
ば
、
宇
垣
が
陸
相
を
務
め
た

の
が
同
党
あ
る
い
は
そ
の
前
身
で
あ
る
憲
政
会
の
政
権
担
当
期
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
た
め
、
党
内
に
は
彼
に
共
感
す
る
老
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
民
政
党
が
宇
垣
へ
の
大
命
降
下
に
好
意
的
で
あ
っ
た
の
は

当
然
と
も
い
え
る
。
李
君
は
、
民
政
党
内
の
宇
垣
支
持
派
と
目
さ
れ
て
い

た
川
崎
克
が
宇
垣
に
宛
て
た
書
簡
を
通
じ
、
山
本
達
雄
、
桜
内
幸
雄
、
永

井
柳
太
郎
ら
党
領
袖
が
宇
垣
大
命
降
下
を
歓
迎
し
、
宇
垣
か
ら
の
自
党
に

対
す
る
入
閣
要
請
が
な
く
と
も
支
持
す
る
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
，
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
政
党
以
外
の

貴
族
院
や
財
界
、
言
論
界
も
か
か
る
大
命
降
下
に
好
意
的
で
あ
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
各
界
各
層
か
ら
好
感
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
た
宇
垣
へ
の
大
命
降
下
は
、
既
述
の
如
く
陸
軍
の
反
対
に
会
い
組
閣
は

流
産
し
た
。
本
章
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
根
強
い
陸
軍
の
反
宇
垣
感
情
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を
、
大
命
降
下
以
前
の
段
階
よ
り
軍
務
局
内
に
お
い
て
，
当
時
参
謀
本
部

作
戦
部
長
石
原
莞
爾
を
中
心
に
宇
垣
排
撃
運
動
が
す
で
に
生
じ
て
い
た
事

実
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
陸
軍
の
か
か
る
反
対
運
動
に
よ

り
組
閣
が
難
航
し
て
い
た
際
の
政
党
の
動
向
に
つ
い
て
も
検
証
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
既
述
の
如
く
宇
垣
大
命
降
下
直
後
こ
れ
を
歓
迎

し
て
い
た
政
党
は
、
か
か
る
事
態
に
直
面
し
て
も
静
観
し
、
敢
え
て
行
動

を
起
こ
さ
な
か
っ
た
。
宇
垣
内
閣
流
産
に
至
る
経
緯
に
お
い
て
、
当
該
期

の
軍
部
捨
頭
に
有
効
な
対
抗
手
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
こ
れ
を
傍
観
し

た
政
党
に
メ
ス
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

尚
、
宇
垣
大
命
降
下
を
め
ぐ
る
各
界
の
対
応
を
新
聞
報
道
に
依
拠
し
て
分

析
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
、
他
の
よ
り
確
度
の
高
い
資

料
に
よ
り
補
強
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
第
四
章
は
、
小
磯
国
昭
内
閣
下
に
展
開
さ
れ
た
内
閣
首
班
を
含
む
政
治

的
要
職
へ
の
宇
垣
擁
立
工
作
の
実
態
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
ず
、
宇
垣
擁

立
工
作
は
、
前
出
の
大
蔵
が
中
心
と
な
り
旧
民
政
党
の
桜
内
を
巻
き
込
む

形
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
近
衛
文
麿
も
終
戦
実
現
の
た
め
同

様
の
工
作
を
試
み
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前

者
に
つ
い
て
は
後
継
首
班
を
推
薦
す
る
重
臣
が
陸
軍
の
反
宇
垣
感
情
を
考

慮
し
て
実
を
結
ぽ
ず
、
後
者
に
つ
い
て
は
宇
垣
が
本
土
決
戦
論
を
唱
え
、

そ
の
急
先
鋒
の
板
垣
征
四
郎
を
陸
相
と
す
る
意
向
を
示
し
た
た
め
頓
挫
し

た
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
首
班
以
外
に
も
宇
垣
を
駐
中
国
大
使
や
大
日
本
政

治
会
総
裁
の
要
職
に
擁
立
し
よ
う
と
す
る
工
作
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
論

及
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
駐
中
国
大
使
へ
の
擁
立
工
作
は
、
小
磯
首
相
が

宇
垣
に
同
大
使
へ
の
就
任
要
請
を
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
た
。
宇
垣

は
、
こ
の
首
相
の
要
請
を
一
度
は
断
わ
る
も
の
の
、
そ
の
後
も
私
人
と
し

て
中
国
旅
行
を
試
み
和
平
の
糸
口
を
探
る
べ
く
中
国
側
の
要
人
と
会
談
し

た
り
、
帰
国
後
は
中
国
に
お
け
る
大
使
館
と
軍
と
の
一
元
化
の
必
要
を
力

説
し
た
り
し
た
．
李
君
は
、
宇
垣
が
か
か
る
主
張
を
唱
え
た
の
は
、
彼
が

軍
と
外
交
の
一
元
化
を
日
中
和
平
交
渉
の
前
提
と
考
え
て
い
た
た
め
で
も

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
大
使
兼
軍
司
令
部
と
い
う
強
大
な
権
利
を
有
す
る

ポ
ス
ト
を
設
立
し
た
上
で
、
宇
垣
自
身
中
国
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
た
た
め
、
と
分
析
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宇
垣
の
駐
中
国
大
使
へ

の
擁
立
は
、
現
地
陸
軍
の
反
対
に
会
い
実
現
し
な
か
っ
た
。
同
様
に
、
宇

垣
の
大
目
本
政
治
会
総
裁
へ
の
擁
立
も
、
そ
れ
が
彼
の
政
権
獲
得
の
た
め

の
布
石
と
な
る
こ
と
を
警
戒
し
た
陸
軍
の
反
対
に
会
い
失
敗
に
帰
し
た
。

す
な
わ
ち
、
小
磯
首
相
は
同
会
総
裁
に
宇
垣
を
擁
立
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
が
、
杉
山
元
陸
相
、
梅
津
美
治
郎
参
謀
総
長
，
畑
俊
六
教
育
総
監
の

陸
軍
三
長
官
は
こ
れ
に
反
対
し
代
わ
り
に
南
次
郎
を
推
し
た
。
結
局
、
後

者
の
意
向
が
通
り
、
宇
垣
の
同
会
総
裁
就
任
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。　

以
上
の
如
く
、
李
君
は
、
宇
垣
が
内
閣
首
班
を
含
む
種
々
の
政
治
的
要

職
の
候
補
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
通
じ
て
、
当
該
期
に
お
い

て
も
な
お
政
界
の
一
部
に
は
宇
垣
待
望
論
が
抱
か
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
つ
つ
、
反
面
、
そ
の
い
ず
れ
も
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
事
実
を
通

じ
て
従
前
よ
り
の
陸
軍
の
反
宇
垣
感
情
も
依
然
と
し
て
払
拭
さ
れ
ず
存
続
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し
て
い
た
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
．

　
第
五
章
は
、
終
戦
後
、
前
出
の
大
日
本
政
治
会
参
加
者
が
中
心
と
な
り

結
成
さ
れ
た
日
本
進
歩
党
の
総
裁
選
定
過
程
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
宇
垣

擁
立
工
作
の
実
態
を
考
察
し
て
い
る
．
ま
ず
李
君
は
、
か
か
る
工
作
が
前

出
の
大
蔵
や
桜
内
、
さ
ら
に
鶴
見
祐
輔
等
を
中
核
に
実
行
さ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
た
上
で
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
た
と
え
ぽ
大
蔵
が
帝
国
銀
行
の
万

代
順
四
郎
や
山
下
汽
船
社
長
の
山
下
太
郎
等
、
財
界
人
に
対
し
て
資
金
協

力
を
要
請
す
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
工
作
は
成
功
せ
ず
同
党
総
裁
に
は
宇
垣
で

は
な
く
旧
民
政
党
党
首
町
田
忠
治
が
就
任
し
た
。
本
章
に
お
い
て
は
、
か

か
る
工
作
の
失
敗
原
因
と
し
て
当
時
、
す
で
に
巷
間
に
伝
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
が
次
の
諸
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
は
、
旧
軍
人
の
政
界
進

出
を
米
国
側
が
容
認
す
る
か
疑
問
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

こ
う
し
た
懸
念
は
日
本
国
内
に
も
存
在
し
、
李
君
は
こ
の
こ
と
を
宇
垣
が

申
し
出
た
大
将
及
び
栄
典
拝
辞
を
天
皇
が
容
認
し
な
か
っ
た
事
実
よ
り
裏

づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
如
上
の
工
作
が
展
開
さ
れ
る
中
、
彼
が
申
し

出
た
か
か
る
拝
辞
は
、
そ
れ
が
政
界
進
出
を
前
提
と
し
て
い
る
限
り
受
け

容
れ
ら
れ
な
い
と
し
、
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
前
述
の
資
金

調
達
工
作
が
芳
し
い
成
果
を
収
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
第
三
は
、
宇
垣

自
身
の
消
極
的
態
度
、
決
断
力
不
足
で
あ
っ
た
。
大
蔵
は
、
こ
う
し
た
宇

垣
の
態
度
を
「
自
尊
の
念
強
く
、
黙
っ
て
い
て
も
人
が
担
ぎ
に
来
る
と
決

め
て
お
る
ら
し
く
、
態
度
自
然
傲
慢
に
見
ゆ
る
嫌
ひ
あ
り
」
と
記
し
て
い

た
．
か
か
る
宇
垣
の
自
負
心
の
強
さ
は
、
本
論
文
に
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い

る
宇
垣
擁
立
の
種
々
の
場
面
に
お
い
て
散
見
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
宇
垣
擁
立
工
作
の
失
敗
の
別
の
一
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
か

か
る
宇
垣
の
性
格
が
、
彼
の
い
か
な
る
経
歴
の
中
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
の
か
、
将
来
分
析
さ
れ
た
な
ら
ば
宇
垣
研
究
は
一
段
と
深
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
六
章
は
、
原
内
閣
期
に
実
施
さ
れ
た
植
民
地
官
制
改
正
が
、
い
か
な

る
過
程
を
経
て
実
現
し
た
か
を
考
察
し
て
い
る
．
因
に
、
そ
の
改
正
は
、

従
来
の
植
民
地
長
官
武
官
専
任
制
を
文
武
官
併
用
制
に
拡
大
す
る
も
の
で

あ
り
、
李
君
は
、
こ
れ
を
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
⊥
局
揚
下
、
政
党
内
閣
の
原

内
閣
に
よ
る
軍
部
抑
制
策
の
一
つ
と
位
置
づ
け
る
。
宇
垣
と
直
接
関
連
す

る
テ
ー
マ
で
は
な
い
が
、
近
代
目
本
の
政
軍
関
係
を
別
の
視
点
よ
り
考
察

し
補
強
し
た
論
稿
と
い
え
よ
う
。

　
ま
ず
李
君
は
、
考
察
の
前
提
と
し
て
、
か
か
る
改
正
が
原
の
従
前
よ
り

の
植
民
地
統
治
観
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な

わ
ち
、
原
は
、
第
二
次
伊
藤
博
文
内
閣
下
に
お
い
て
外
務
次
官
を
務
め
て

い
た
時
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
領
有
し
た
台
湾
を
植
民
地
と
見
倣
す

べ
き
で
は
な
く
、
内
地
延
長
主
義
の
統
治
方
式
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
、
総
督
の
武
官
制
に
も
反
対
し
た
。
さ
ら
に
、
原
は
目
露
戦
争
後

に
目
本
が
韓
国
を
保
護
国
化
し
韓
国
統
監
府
を
設
置
し
た
際
、
伊
藤
ら
と

と
も
に
文
治
組
織
論
を
主
張
し
武
官
組
織
論
を
唱
え
る
陸
軍
と
対
立
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
従
前
よ
り
か
か
る
植
民
地
統
治
論
を
抱
く
原
は
、
第
一
次

山
本
内
閣
の
内
相
時
代
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
植
民
地
長

官
の
武
官
専
任
制
改
正
を
試
み
、
自
ら
政
権
を
獲
得
し
た
当
該
期
に
改
め
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て
そ
の
実
現
を
期
し
た
と
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
の
構
想
は
、
当

時
の
朝
鮮
総
督
長
谷
川
好
道
が
田
中
義
一
陸
相
に
辞
任
の
内
意
を
申
し
出

た
こ
と
を
契
機
に
具
体
化
し
た
。

　
し
か
し
、
当
初
か
か
る
改
正
に
対
し
て
は
、
山
県
を
筆
頭
に
陸
軍
内
部

の
反
対
が
あ
り
交
渉
は
停
滞
し
た
．
李
君
は
、
か
か
る
状
況
下
、
朝
鮮
に

勃
発
し
た
三
・
一
運
動
が
、
日
本
の
政
府
指
導
者
及
び
朝
鮮
統
治
関
係
者
、

さ
ら
に
は
言
論
界
に
従
前
の
統
治
方
式
の
変
更
の
必
要
を
認
識
さ
せ
、
如

上
の
交
渉
を
進
捗
さ
せ
る
結
果
を
も
も
た
ら
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
二
運
動
以
後
、
田
中
陸
相
が
原
と
山
県
と
の
周

旋
役
を
精
力
的
に
務
め
、
両
者
の
妥
協
点
を
模
索
し
な
が
ら
改
正
実
現
に

至
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
章
に
お
い
て
は
、
枢
密
院
の
審
議
に
お
い
て
、

総
督
の
地
位
に
関
す
る
条
項
と
総
督
の
軍
隊
統
率
権
に
関
す
る
条
項
に
修

正
が
加
え
ら
れ
る
過
程
を
具
体
的
に
検
証
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
存
研

究
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
及
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

　
以
上
が
各
章
の
概
要
及
び
論
評
で
あ
る
が
、
最
後
に
全
体
を
通
じ
、
李

君
の
研
究
の
秀
逸
な
点
を
挙
げ
る
。

　
ま
ず
、
李
君
が
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
既
存
研
究
を
広
範
囲
に
わ

た
り
読
み
込
ん
だ
上
で
論
述
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
す
な
わ
ち
、

こ
の
こ
と
は
、
軍
部
や
政
界
の
動
向
等
、
宇
垣
を
取
り
巻
く
政
治
状
況
を

的
確
か
つ
簡
潔
に
記
述
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
の
結
果
、
各
時
代
の

宇
垣
の
位
置
づ
け
が
明
解
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
留
学
生
で
語
学
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
な
が
ら
純
粋

な
日
本
研
究
に
徹
し
、
し
か
も
第
二
、
四
、
五
章
に
み
ら
れ
る
如
く
、
既

存
の
宇
垣
研
究
に
お
い
て
も
十
分
論
及
さ
れ
て
い
な
い
期
間
に
敢
え
て
挑

戦
し
て
い
る
努
力
と
そ
の
成
果
を
高
く
評
価
し
た
い
。

　
第
三
は
、
資
料
の
豊
富
さ
で
あ
る
．
関
係
人
物
の
伝
記
、
回
想
録
、
日

記
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
政
党
機
関
誌
か
ら
当
時
の
新
聞
、
雑
誌
、
加
え

て
帝
国
議
会
や
枢
密
院
の
議
事
録
に
も
目
を
通
し
て
い
る
．
さ
ら
に
、
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
や
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
未
公
刊
の
関

連
文
書
を
も
活
用
し
て
い
る
。
か
か
る
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て
未
開
拓

の
分
野
の
考
察
を
進
め
る
と
と
も
に
、
従
来
、
通
説
と
し
て
扱
わ
れ
て
ぎ

た
事
実
を
一
つ
づ
つ
確
定
し
て
い
く
作
業
を
よ
く
遂
行
し
て
い
る
．

　
右
の
如
く
、
李
君
の
論
文
は
、
ま
ず
既
存
の
宇
垣
研
究
に
よ
り
足
下
を

固
め
、
そ
の
上
に
同
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
本
研
究
の
日
本
政
治
史
研
究
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
と
考
え
る
．

伽
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
同
論
文
を
法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の

学
位
を
授
け
る
の
に
適
当
な
も
の
と
認
定
し
．
推
挽
す
る
次
第
で
あ
る
。
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